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FM ステレオ/ AM ラジオ 


取扱説明書.保註書 

お買し1上げいたださあ D びとラございまず。 

\ Amw \ 電気製品は安をのための注意事巧を守らないと、火災や人身事故になることびあ D ます。 

この巧巧説巧害と別冊の「ををのために」をよくお読みのラえ、製品を安全にお巧いなごさい。お読みに 
なったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してがさい。 
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品名 ラジオ 

型名 SRF - S 86 

保証書 T 02-1 

ここに保証書び入ります 

Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在化處插乂保證書完成葬林。 

在化位置插人保证书完成胶片。 


使用上のごを意 

• 次のような場所には置かないでください。故障の原因となる場合があります。 
-温度び非常に高い所 （4 日で！ん t ) や低い所のでしの3。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近 <〇 
一風呂場など湿気の多い所。 

一窓を閉め切った自動車内（特に夏季)。ほこりの多い所。 

• 落としたり、強いショックを与えたりしなし巧<ださい。故障の原因になります。 
• 巧れたとをは、柔らかい布でか日ぶをしてください。シンナーやベンジンな 
どは表面をいためますので使わないでください。 

• ステレオイヤーレシーバーをご使用中、抓に合わないと感じたとさは早めに 
使用を中止して医師またはソニーの相談窓□、ソニーサービス窓□に相談 
して <ださい。 

• 防滴機構になっていませんので雨や雪、水しぶ去のかかるところでは充分 
にご注意</ごさい。 

ステレオイヤーレシーパ’一で聞くときのご注意 

ステレオイヤーレシーバーは、音量を上げすざると音び州こ漏れます。音量を 
上げすぎて、まわりの人の迷惑にならないように気をつけましよう。 

雑音の多したころでは音量を上げてしまいがちですび、いつも呼びかけられ 
て返事びでさる < らいの音量を目安にして < r ごさし、。 

万一故障した場含は、内部をあけずに、ソニーの相談窓□またはお買い上げ 
店、ソニーサービス窓□にご相談くださし、。 


保証書とア フターヴー ビス 

保証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存して <ださい。 
• 保記期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 

調子が悪いとさは この説明書をもう1度ご覧になってお調べ <7ごさし、。 

それでち具合の悪いときは ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、添付 
の r ソニーご相談窓□のご案灿にあるお近くのソニーサービス窓□にごネ目 
談</"泣い。 

イ呆 i 正期間中の修理は 保話書の記載内容に基づいて修理させていただき 
ます。詳し < は保記書をご覧くださし、。 

保証期間経過後の修理は 修理によって機能び維持でをる場含は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部 
品）を、製造打ち切り後6年間保有してしなす。この部品保有期間を修理可能 
の期間とさせていただをます。保有期間び経過した後ち、故障箇所によっては 
修理可能の場合びありますので、ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソ 
二ーサービス窓□にご相談くださし、。 


よくあるお問い合わせ、お□受付時間などはホームページをごミ舌用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


1 巧い方相談な口 

■ 修理相談'如 1 

フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

0120-吕 22-330 

携帯電話 ‘ PHS ‘一部の IP 電話 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

0466-31-251 1 

04巨 6-31-2 已31 

X あ巧説巧 書' U モ コン等の曆入相試は 
こちらへお問い合 0 せください。 


FAX 供巧） 0120 -333-389 


上記番号へ接続を、最初のガイダンスび流れている間に 

r 3 04 j + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなぞします。 


ソニー株式会社 〒1日 8-007 己東京都港区港南1 -7-1 









乾電池を入れる 



1 電池入れのふたを開ける。 

2 ソニー単4お乾電池1本を®と©の向きを正 LXA れる。 
3 電池入れのふたを閉める。 


乾電池持続時間 


( JEITA *) 


FM 

AM 

ソニー単4形 ( LR 03) アルカリ乾電池 

約44時間 

約己2時間 

ソニー単4形旧日 3) マンガン乾電池 

約19時間 

約23時間 


* J 曰 TA (電子情報技術産業協会)規格による測定値です。実際の電池持続 
時剧ま、使用する機器の状況により変動する可能性びあります。 

乾電池の交換時期 

乾電池が消耗して<ると音がかさ<なったり、ひずんだりします。その場含は、 
乾電池を新しし化のと交換して < r ごさし、。 

電ミ也入れのふたがはずれたとさは 

電池入れのふたは、開けると进こ過大な力を力にると、はずれるようになって 
います。はずれた場合は、下図の番号に従って取り付けて < rd さし、。 


3 AM/FM MONO/FM ST スイッチで FM ST (ステレオ）*または FM 
MONO (モノラル)、 AM を還ぶ。 

4 TUNE つまみを回して、聞きたい放送局の面液数を選ぶ。 

5 VOLUME つまみで音量を調節ずる。 

* 受信してし'!る番組びステレオ放をのときのみ、ステレオで聞こえます。 

電源を切るときは 

オフ オン メガべース オフ 

OFF / ON / MEGABASS スイッチを OFF 烟）にします。 


受信状態をよ <ずるには 


FM 放送の場を 

ステレオイヤーレシーノ（一びア 
ンテナとして働をます。コードを 
できるだけ長くのばしてお使し K 
ださい。 


AM 放送の場含 

AM アンテナを巧蔵しているの 
で、ラジオの向をを変えて、最ち 
良 < 受信でさるち向にしてお聞き 
< r ごさい。 




FM 唾:送を聞いてし质ときに雑音び気になる場合は、 AM/FM MONO / 
FM ST スイッチを FM MONO (モノラル）に切り替えます。ステレオ 
ではなくなりますび、雑音び減り、聞きやす<なります。 

栗り物やビルの中では電波び弱められますので、なるベ<窓際でお聞を 
ください。 AM 放送を受信している時に、たばこと本機を一緒にして聞い 
てし、ると、たばこを包んでし、る銀紙び電波を巧善して、雑音び入ること 
びあります。その場合は、本機をたばこから離してお聞をくださし、。 


迫力ある重低音を楽しむには 

才つ オン メガべース メガべース 

OFF / ON / MEGABASS スイッチを MEGA 己 ASS にします。 



@ふたのちのツメを巧に差し込み、 

⑤左のツメをふたび収まる部分の左側に 
引っ掛ける。 

⑤そのまま左のツ乂を巧に向けて滑らせ 
る。 


ラジオを聞< 



OFF/ON 烟 / 入 ）/ 

メ乃べース 

MEGABASS 

ボリューム 

VOLUME ( 音量） 


TUNE (選局) 


AM/FM MONO/ 

ステレオ 

FM ST 


をな仕様 

受信周波数 FM : 76 MHz 〜108 MHz 

AM : 530 kHz 〜1,60日 kHz 

出力端子 0端子 （0 3.5 mm ステレオ S ニジャックい個 

実用最大出力 3.6 mW + 3.6 mW ( JEITA *) 

電源 DC 1.5 V . 単 4 形乾電池 1 本 

最大が形寸法 本体：約39.日 mm X 78.5 mm x 16.5 mm 

(幅/高さ/奥行き） 

クリップ部含む：約 41 mm X 79.5 mm x 20 mm 
(幅/高さ/奥行き）リ EITA ) 

質量 約61 .2 g (乾電池、イヤーレシーバー含む） 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協を)規格による測定値です。 

付属品 

ステレオイヤーレシーノ（一 （1) 

ソニー 単4形乾電池 （1) (お試し巧つ 
取扱説明書•保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内り） 

* 付属の乾電池はお試し用です。購入する場含はソニーアルカ U 乾電池をお 
すすめします。 


本機の仕様および列•観は、改良のため予告なしに変更することびありますび、 
ご了承ください。 


1 ステレオイヤーレシー■/ (-をり（ステレオイヤーレシーパ‘一)端子につなぐ。 

2 オフ オン Xガベース オン 

OFF / ON/MEGABASS スイッチを ON (入）にして電源を入れる。 





